
Ⅲ 財務の概要 

 

１ 決算の概要 

  (１) 貸借対照表の状況 

資産の部合計は，2,172 億 2 千万円で，前年度末に比較して 47 億 8 千万円の増加

となりました。主な内容は，有形固定資産では,黒川新農場の建設分,和泉部室棟・

第二学生会館エアコン設置の増加分です。その他の固定資産では，黒川新農場開発，

和泉新図書館建設，生田第二校舎Ｄ館建設，中野キャンパス整備，駿河台Ｃ地区整

備にかかる引当資産が増加し、新たに創立 130 周年記念事業引当資産が増加しまし

た。 

負債の部合計は，前年度末に比較して 5千万円増加しました。基本金の部合計は，

前年度末と比べて 76 億 6 千万円増加して，2,105 億 3 千万円となりました。その結

果，2009 年度の消費収支差額の部合計は，319 億 7 千万円支出超過となりました。

これは主に各引当資産が増加したことによるもので，今後の教育充実向上及び施設

整備を図るために利用されます。 

 

  (２) 収支計算書の状況 

   ① 資金収支計算書 

資金収支計算書について科目別に説明します。 

〔収入の部〕 

収入総額は，758 億 2 千万円であり，予算に比べ 4 億 3 千万円の増となっていま

す。「収入の部」の款別内訳は，下表のとおりです。 

（単位：千円） 

 科   目  決 算 額 予算比差異 執行率％ 

 学生生徒等納付金収入   37,366,218  218,741  100.6

 手 数 料 収 入   3,700,069  266,159  107.8

 寄 付 金 収 入   246,254 △ 153,746  61.6

 補 助 金 収 入   5,465,573  1,088,839  124.9

 資 産 運 用 収 入   1,104,589  144,494  115.1

 資 産 売 却 収 入   2,395,492 △ 604,508  79.8

 事 業 収 入   907,803 △ 190,491  82.7

 雑 収 入   1,542,559  35,112  102.3

 前 受 金 収 入   7,675,973  222,474  103.0

 そ の 他 の 収 入   2,681,915 △ 115,149  95.9

 資 金 収 入 調 整 勘 定  △ 8,939,925 △ 481,349  105.7

 前 年 度 繰 越 支 払 資 金   21,673,274  0  100.0

 収入の部合計   75,819,794 430,574  100.6

 

 

以下は，款別の概要です。 
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(ｱ) 『学生生徒等納付金収入』は，373 億 7 千万円（予算比 2 億 2 千万円増）。

期中の学生・生徒数は，33,006 人（2009 年度 5月 1日基準）です。 

(ｲ) 『手数料収入』は，37 億円（予算比 2億 7千万円増）。 

このうち「入学検定料収入」は 36 億 6 千万円。志願者の総数は，115,700 人

です。 

(ｳ) 『寄付金収入』は，2 億 5 千万円（予算比 1 億 5 千万円減）。このうち教育・

研究の充実，発展の経費および施設拡充のための「教育振興協力資金」には，

個人・団体・法人合わせて 1 億 1 千万円を頂きました。他に第３号基本金へ繰

り入れる寄付，研究を指定した寄付，学生奨学寄付および寄付講座などが含ま

れます。 

(ｴ) 『補助金収入』は，54 億 7 千万円（予算比 10 億 9 千万円増）。内訳は次のと

おりです。 

「国庫補助金収入」は，50 億 4 千万円（予算比 10 億 1 千万円増）。このうち

大学に対する「経常費補助金収入」は，37 億 1 千万円（予算比 1億円増）の交

付を受けました。また「研究設備・装置補助金収入」1 億 9 千万円（予算比 2

億円減）の他に国際化拠点整備事業費補助金や先進的植物工場施設整備費補助

金、外国人留学生修学援助費補助金等が含まれます。 

｢地方公共団体補助金収入｣は，4 億 2 千万円。これは，主に高等学校・中学

校に対する東京都から交付された補助金です。 

｢その他の補助金収入｣は承認ＴＬＯ補助金によるものです。 

(ｵ) 『資産運用収入』は，11 億円（予算比 1億 4千万円増）。内訳は「第３号基

本金運用収入」4 千万円，各種積立金および運転資金等の「受取利息・配当金

収入」6億 2千万円および「施設設備利用料収入」4億 4千万円です。 

(ｶ) 『資産売却収入』は，24 億円（予算比 6億円減）。久が原用地の売却に伴う

「不動産売却収入」と，資金の効率運用のため前年度末に保有していた短期運

用債券の売却収入です。 

(ｷ) 『事業収入』は，9億 1千万円（予算比 1億 9千万円減）。「附属事業収入」

および「受託事業収入」のほか「補助活動収入」，「リバティアカデミー 受講料

収入」です。 

(ｸ) 『雑収入』は，15 億 4 千万円（予算比 4千万円増）。内訳は「私立大学退職

金財団交付金収入」9億 4千万円，入試要項頒布代金・公開講座受講料等の「そ

の他の雑収入」 3 億 2 千万円，教職員が拠出する「年金掛金収入」2 億 8 千万

円です。 

(ｹ) 『前受金収入』は，76 億 8 千万円。（予算比 2億 2千万円増）は，主に 2010

年度新入生入学手続時の納付金のうち，当期に受け入れた分です。 

(ｺ)  『その他の収入』は，26 億 8 千万円（予算比 1 億 2 千万円減）の主な内訳

は，「退職給与引当資産からの繰入収入」4億円。貸付奨学金等の「貸付金回収

収入」8 億 3 千万円。前年度収入で当期に受け入れた「前期末未収入金収入」

10 億 3 千万円です。 

(ｻ) 『資金収入調整勘定』は，前記の各収入のうち，当期に実際の資金の受け入

れがなかったものが89億4千万円であることを示す控除科目であり，内訳は「期

末未収入金」（資金の受け入れが次年度になる。）が 14 億 6 千万円，「前期末前

受金」（前年度に資金の受け入れが済んでいる。）が 74 億 8 千万円です。 
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(ｼ) 『前年度繰越支払資金』の 216 億 7 千万円は，2008 年度から当期に繰り越し

た支払資金の額です。 

 

〔支出の部〕 

支出総額は，収入と同額の 758 億 2 千万円であり，予算に比べ 4 億 3 千万円の増

となっています。「支出の部」の款別内訳は，下表のとおりです。 

（単位：千円） 

 科   目  決 算 額 予算比差異 執行率％ 

 人 件 費 支 出   26,862,586 △ 609,485  97.8

 教 育 研 究 経 費 支 出   11,866,374 △ 1,008,093  92.2

 管 理 経 費 支 出   1,894,082 △ 258,252  88.0

 施 設 関 係 支 出   919,481 △ 624,863  59.5

 設 備 関 係 支 出   2,334,730 △ 62,808  97.4

 資 産 運 用 支 出   10,042,225 226,225  102.3

 そ の 他 の 支 出   6,078,211 △ 66,637  98.9

 予 備 費   △ 87,643  0

 資 金 支 出 調 整 勘 定  △ 5,716,260 △ 985,863  120.8

 次 年 度 繰 越 支 払 資 金   21,538,365 3,907,995  122.2

 支出の部合計   75,819,794 430,574  100.6

 

以下は款別の概要です。 

(ｱ) 『人件費支出』は，268 億 6 千万円（予算比 6億 1千万円の減）。内訳は，「教

員人件費支出」が 158 億 4 千万円，「職員人件費支出」が 78 億 5 千万円，「役

員報酬支出」1億 3千万円，「退職金支出」14 億 3 千万円，「年金給付金支出」

が 16 億円です。 

(ｲ) 『教育研究経費支出』は，118 億 7 千万円（予算比 10 億 1 千万円の減）お

よび『管理経費支出』は，18 億 9 千万円（予算比 2億 6千万円の減）。 

(ｳ) 『施設関係支出』は，9 億 2 千万円（予算比 6 億 2 千万円の減）。主な内訳

は，「土地支出」が黒川新農場の建設で 5 百万円，「建物支出」が和泉部室棟・

第二学生会館エアコン設置分1億円及び登戸研究所展示資料館の開設7千万円，

明高中新校舎建設（追加分）工事費 7 千万円，和泉体育館空調増設 5 千万円，

生田第一校舎 4 号館小動物実験室空調更新 5 千万円，米沢嘉博記念図書館開設

ほか 6千万円です。「構築物支出」が明高中新校舎建設（追加分）工事ほか 8千

万円，「建設仮勘定支出」が和泉新図書館建設，黒川用地の整備ほか 4億 3千万

円です。 

(ｴ) 『設備関係支出』は，23 億 3 千万円（予算比 6 千万円の減）。主な内訳は，

「教育研究用機器備品支出」17 億円，「図書支出」4億 2千万円等です。 

(ｵ) 『資産運用支出』は，100 億 4 千万円（予算比 2億 3千万円の増）。内訳は，

資金効率運用のための短期運用債権 30 億円，施設設備整備引当資産 15 億円，

創立 130 周年記念事業・黒川新農場開発・和泉新図書館建設の引当資産積立が

各 5億円，生田第二校舎Ｄ館建設・中野キャンパス整備引当資産積立が各 15 億

円，駿河台Ｃ地区整備引当資産積立に 7 億円です。そのほかに各種奨学金など
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の引当資産への積み立て等が 3億 4千万円です。  

(ｶ) 『その他の支出』は，60 億 8 千万円。主な内訳は，「前期末未払金支払支出」

51 億 9 千万円，「貸付奨学金支払支出」4 億 2 千万円，｢その他の貸付金支払支

出」1億 1千万円等です。 

(ｷ)  『予備費（資金）』は，予算 4 億円のうち 3 億 1 千万円を使用しました。内

訳は，『教育研究経費支出』に 8千万円，『管理経費支出』で 4千万円，『施設関

係支出』の「土地支出」で 5 百万円，「構築物支出」で 3 千万円，『設備関係支

出』の「教育研究用機器備品支出」8 千万円，「その他の機器備品支出」2 千万

円，「ソフトウェア支出」6千万円です。 

(ｸ)  『資金支出調整勘定』は，前記各支出のうち，当期中に実際の資金の支払い

がなかったものが 57 億 2 千万円であることを示す控除科目であり，内訳は，「期

末未払金」（資金支払いが次年度になる。）が 55 億 7 千万円，「前期末前払金」

（前年度に資金支払いが済んでいる。）が 1億 4千万円です。 

(ｹ) 『次年度繰越支払資金』の 215 億 4 千万円は，2010 年度へ繰り越した支払

資金の額です。収入の部の『前年度繰越支払資金』より 1 億 3 千万円下回りま

した。これは，当期において，『現金預金』有高がそれだけ減少したことを意味

しています。 

 

   ② 消費収支計算書 

消費収支計算書について科目別に説明します。 

〔消費収入の部〕 

「消費収入の部」の款別内訳は，下表のとおりです。 

『学生生徒等納付金』から『雑収入』までの帰属収入合計は，504 億 1 千万円で

あり，予算より 14 億 2 千万円の増収です。 

『基本金組入額合計』は，当期に取得した固定資産，積み立てた奨学基金への積

み立てを主体に 76 億 6 千万円（帰属収入の 15.2％）の組入れとなっています。 

帰属収入から『基本金組入額合計』を控除して算定される『消費収入の部合計』

は，427 億 4 千万円 で予算比 20 億 9 千万円の増となっています。 

（単位：千円） 

 科   目  決 算 額 構成率％ 予算比差異 執行率％ 

 学 生 生 徒 等 納 付 金   37,366,218 74.1 218,741  100.6

 手 数 料   3,700,069 7.3 266,159  107.8

 寄 付 金   318,920 0.6 △ 141,080  69.3

 補 助 金   5,465,573 10.9  1,088,839  124.9

 資 産 運 用 収 入   1,104,589 2.2  144,494  115.0

 資 産 売 却 差 額   381 0.0  381  -

 事 業 収 入   907,803 1.8 △ 190,491  82.7

 雑 収 入   1,542,559 3.1 35,112  102.3

 帰属収入合計   50,406,112 100.0 1,422,154  102.9

 基本金組入額合計（△）  △ 7,663,873 15.2  669.989  92.0

 消 費 収 入 の 部 合 計   42,742,238 84.8 2,092,142  105.1
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以下は，款別の概要です。 

帰属収入の中の各収入決算額は，『寄付金』および『資産売却差額』を除き資金収

入の決算額と同額です。『寄付金』3億 2千万円は，資金収入の『寄付金収入』のほ

かに，機器備品および図書の受贈額を『現物寄付金』として 7 千万円加算したもの

です。『資産売却差額』40 万円は，生田校舎教職員マイクロバスの売却等によるも

のです。 

『基本金組入額合計』は，76 億 6 千万円。 

第１号から第４号の基本金の内訳は，次のとおりです。 

 

(a) 第１号基本金 当期に取得した固定資産関係等 27 億 2 千万円

(b) 第２号基本金 黒川新農場開発引当資産 

和泉新図書館建設引当資産 

生田第二校舎Ｄ館建設引当資産 

中野キャンパス整備引当資産等 

駿河台Ｃ地区整備引当資産 

5 億円

5億円

15 億円

15 億円

7億円

(c) 第３号基本金 各種奨学基金等への積立金 2 億円

(d) 第４号基本金 恒常的支払資金 4 千万円

 

〔消費支出の部〕 

消費支出の部合計は， 456 億 7 千万円であり，予算比 16 億 2 千万円 の減です。 

「消費支出の部」の款別内訳は，下表のとおりです。 

（単位：千円） 

 科   目  決 算 額 構成率％ 予算比差異 執行率％ 

 人 件 費   26,228,060 57.4 △ 332,349  98.7

 教 育 研 究 経 費   16,944,945 37.1 △ 1,008,093  94.4

 管 理 経 費   2,247,742 4.9 △ 258,252  89.7

 資 産 処 分 差 額   83,075 0.2 63,075  415.4

 徴収不能引当金等繰入額   165,881 0.4 22,852  116.0

 予 備 費 （ 消 費 ）   △ 106,861  0.0

 消費支出の部合計   45,669,703 100.0 △ 1,619,628  96.6

 

主な款別内訳は，次のとおりです。 

(ｱ) 『人件費』は，262 億 3 千万円。内訳は次のとおりです。 

「教員人件費」，「職員人件費」および「役員報酬」は，資金支出の決算額と同

額。 

「退職金」の 7億 6千万円は，資金支出「退職金」決算額の約 50％相当額。 

「退職給与引当金繰入額」の 2 億 8 千万円は，当期において増加する『退職給

与引当金』への繰入額。 

「年金引当金繰入額」13 億 7 千万円は，教職員の拠出する掛金収入，年金引当

資産から生ずる果実および法人の負担金の総額を「年金引当金」へ繰り入れる額

です。 
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(ｲ) 『教育研究経費』は 169 億 4 千万円、『管理経費』は 22 億 5 千万円ですが，い

ずれも資金支出決算額に消費支出固有の科目「減価償却額」を加えた額です。 

(ｳ) 『資産処分差額』8 千万円は，既存建物等施設の改修に伴う一部取り壊しおよ

び機器備品・図書等の除却によって生じた除却損です。 

(ｴ) 『徴収不能引当金等繰入額』1 億 7 千万円は，貸付金等の債権の徴収不能に備

えるため，徴収不能実績率と個別に見積もった徴収不能見込額を計上したほか，

教職在職者にかかる返還免除分および前期除籍者の学費相当額を「徴収不能額」

として経理処理したものです。 

(ｵ) 『予備費（消費）』は，予算 4 億円のうち 2 億 9 千万円を使用しました。内訳

は，『教育研究経費』に 2億 1千万円，『管理経費』に 8千万円です。 

 

〔消費収支差額の部〕 

「消費収入」決算額が 427 億 4 千万円であるのに対して，「消費支出」決算額が

456 億 7 千万円。「消費支出」が「消費収入」を 29 億 3 千万円上回りました。 

この結果，2008 年度末の『翌年度繰越消費支出超過額』290 億 4 千万円は，当期

末では，319 億 7 千万円に増加しました。 

 

以 上 
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(単位：千円)

△ △ △ △ △

(単位：千円)

△ △ △ △ △

7,892,803

34,602,431

3,374,463

494,895

4,708,957

1,064,742

3,116,535

165,158,927

40,260,822

205,419,749

24,877,429

180,063,481

30,099,305

24,293,969

15,727,993

210,162,786

183,755,548

28,680,938

23,678,081

14,934,000

212,436,486

3,461,535 3,700,069

202,866,642

29,042,237

210,530,516

31,969,701

212,436,486

本年度

185,614,902

31,603,880

23,130,549

15,527,419

217,218,782

38,657,968

35,402,595

3,595,740

399,894

38,612,081

428,985 246,254

217,218,782

36,178,572 37,366,218

4,627,381 5,465,573

1,136,617 1,125,671 1,104,589

4,503,293

9,415,451 2,395,492

672,797 802,566 907,803

2,012,363 1,705,293 1,542,560

7,675,973

4,686,533 2,681,915

77,552,213 75,819,79489,958,510

10,159,959

26,711,429

9,089,914

8,939,925

21,673,274

8,281,461

21,364,707

11,048,546

24,608,591

487,792

2,158,264

学生生徒等納付金収入

21,453,089

73,248,617

4,502,264

997,865

8,144,302

2,997,320

2,767,268

427,795

2,807,401

2005年度 2007年度 2008年度

33,072,052

2006年度

3,971,141

7,076,931 7,178,376 7,481,290前受金収入

その他の収入

資金収入調整勘定

155,764,498

39,214,841

194,979,339

25,350,464

341,953

2,422,942

9,602,970

41,791,437

161,714,663

8,526,761

収入の部合計

資産売却収入

事業収入

雑収入

前年度繰越支払資金

205,419,749 210,162,786

(２)　収支計算書

　①　資金収支計算書

収入の部

寄付金収入

手数料収入

補助金収入

16,440,973

194,979,339

40,021,962

193,594,256

23,453,432

14,333,407

174,101,716

資産運用収入

39,210,836

10,087,609

80,732,664

２ 経年比較

　　大科目又は主な科目について、当該年度を含む５年程度の推移を記載する。

(１)　貸借対照表

2005年度末 2006年度末 2007年度末 2008年度末 本年度末

固定資産

流動資産

資産の部合計

負債の部、基本金の部及び消費
収支差額の部合計

固定負債

流動負債

負債の部合計

基本金の部合計

消費収支差額の部合計
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△ △ △ △ △

(単位：千円)

△ △ △ △ △

管理経費

手数料

369,684 178,035 165,88135,740

280,582 186,654 146,745 83,075

5,253 2,587 0 0

2,043,499 3,414,176 2,423,634 2,247,742

9,272,386 7,663,873

14,652,016 16,906,248 16,555,697 16,944,945

25,369,941 24,804,498 25,560,169 26,228,060

30,123,217 39,275,476 42,742,238

2,012,363 1,705,293 1,542,560

49,615,758 48,547,862 50,406,112

19,492,541

672,797

89,958,510 77,552,213 75,819,794

802,566 907,803

1,104,589

381

37,366,218

3,700,069

21,364,707 21,673,274 21,538,365

8,085,923

5,959,414 7,286,650 6,078,211

5,716,260

919,48111,301,720

6,547,828 10,466,687 10,042,2255,169,649

1,725,159 2,402,006 1,655,128 2,334,730

1,894,082

0 0

0

2007年度 2008年度 本年度

11,866,374

80,732,664

39,537

14,718,077

1,707,203

7,919

280,689

25,301,994

44,644,972

2,255,841

42,389,131

2005年度

1,136,617 1,125,671

1,812,320 945

55,408,042

43,020,990

34,602,430

3,374,463

632,472

4,708,957

2,158,265

12,387,052

5,046,070

9,144,302

0

487,792

5,980,738

26,711,429

1,601,898

25,387,958 26,176,058 26,862,586

2007年度

11,062,085 11,478,258

0

6,722,649 5,345,977

2008年度

2,048,321

20,903,777 2,113,814

本年度

本年度

318,920

5,465,573

36,178,572

3,461,535

645,899

4,627,381

25,614,594

10,152,220

1,596,367

2006年度

25,787,427

10,148,602

1,933,060

7,919

55,550

5,253

2005年度 2006年度

55,550

5,320,041

24,608,591

73,248,617

741,147

2006年度

2,422,942

33,072,052

2,767,267

540,629

4,502,264

997,865

341,953

1,064,741

8,378,922

2005年度

設備関係支出

資産運用支出

その他の支出

支出の部

人件費支出

教育研究経費支出

資金支出調整勘定

寄付金

　②　消費収支計算書

雑収入

次年度繰越支払資金

支出の部合計

消費収入の部

帰属収入合計

学生生徒等納付金

消費収入の部合計

消費支出の部

人件費

教育研究経費

補助金

資産運用収入

2,995,247

55,550

2,587

2008年度2007年度

35,402,594

3,595,740

480,034

4,503,293

徴収不能引当金等繰入額

管理経費支出

借入金等利息支出

借入金等返済支出

施設関係支出

資産売却差額

事業収入

借入金等利息

資産処分差額

基本金組入額合計
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　 　 △ △ △

△ △ △ △ △

△ △ △ △ △

                  ※1.自己資金＝基本金＋消費収支差額

                  ※2.総資金＝負債＋基本金＋消費収支差額

消費支出の部合計

99.799.7 99.9 99.5 99.8

21.6

78.6 80.9 81.0 81.8 82.2

27.3 23.6 23.5 22.2

4.5

238.5 280.9 191.4 192.1 203.5

3.8 3.7 6.9 5.0

52.0

33.0 26.4 34.1 34.1 33.6

56.7 45.8 50.0 52.6

106.8

74.1 62.5 71.4 74.5 74.1

99.2 98.5 151.7 114.2

31,969,701

(単位：％)

5.8 23.5 7.9 7.6 9.4

2007年度 本年度2008年度

2,927,465

8,526,760 7,892,803 23,453,433 29,042,237

633,957 5,588,804

42,387,033 45,683,847 44,864,280 45,669,703

2005年度 2006年度

消費収支比率

比率名

帰属収支差額比率
帰属収入-消費支出

帰 属 収 入

算式

学生生徒等納付金
比率

人件費比率

教育研究経費比率

自 己 資 金

帰 属 収 入

管 理 経 費

帰 属 収 入

流 動 資 産

流 動 負 債

総 負 債

総 資 金 ※ 2

基 本 金

基 本 金 要 組 入 額

消 費 支 出

消 費 収 入

学 生 生 徒 納 付 金

帰 属 収 入

人 件 費

帰 属 収 入

教 育 研 究 経 費

自 己 資 金 ※ 1

8,526,760

42,055,419

333,712

8,860,472

管理経費比率

前年度繰越消費支出超過額

　　主な財務比率について、当該年度を含む5年程度の推移を記載する。

３　主な財務比率比較

流動比率

負債比率

自己資金構成比率

基本金比率

翌年度繰越消費支出超過額

当年度消費支出超過額 15,560,629

7,892,803 23,453,432 29,042,237
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(１)　有価証券の状況
(単位：円)

(５)　関連当事者等との取引の状況
　　　　　関連当事者との取引については記載すべきものはありません。

(４)　その他
　　　　　特に記載すべき事項はありません。

　　　　　該当なし

(３)　学校債の状況
　　　　　該当なし

(２)　借入金の状況

※退職給与引当資産等とは，退職給与引当資産，施設設備整備引当資産，創立130周年記念事業引当資産，黒川新農
場開発引当資産，和泉新図書館建設引当資産，和泉新教育棟建設引当資産，生田第二校舎D館建設引 当資産，中野
キャンパス整備引当資産，駿河台C地区整備引当資産，第3号基本金引当資産，その他の引当資産である。

1490株 124,250,000 有価証券

3000株 2,751,000 3,471,000 退職給与引当資産等※

7,101,000,000 7,088,462,300 7,144,417,800 有価証券

10,625,000,000 10,622,325,000 10,923,631,100 年金引当資産

13,358,150,000 13,349,200,000 13,644,943,005 退職給与引当資産等※

債券

株式

258回利付国債他

19回公営企業債券他

246回利付国債他

山崎製パン株式会社

株式会社明大サポート他

退職給与引当資産等※

計

金銭信託 信託受益権

区分 銘柄 額面(株数)

４　その他

時価 表示科目

0 32,186,988,300

貸借対照表計上額

32,769,028,072 0

1,000,000,000 1,000,000,000 1,052,565,167
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